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町公民館の主な事業一覧

分館の主な事業一覧

募集要項などくわしくは、「広報のぎ」でお知らせします。
（ここに掲載されているものは予定ですので変更される場合もあります。）
●問い合わせ先　☎57-4188

詳しくは班回覧等でお知らせします。
（ここに掲載されているものは予定ですので変更される場合もあります。）

事 業 名
地域学習会 6月～7月 30名 佐川野分館　5回目
文化協会専門部　初心者対象講座 6月～2月 文化協会主催　5講座
夏休み工作教室 7月～8月 20名
夏休み子ども電気教室 8月8日（金） 30名 小学3～6年生対象　1回
親子セミナー 8月 15組（30名） 4回
シニアセミナー 9月～10月 30名 5回
町民大学 10月～12月 30名 5回
いきいきセカンドライフ 9月～12月 30名 5回
公民館まつり 2月
趣味の講座 2講座程度

期間（期日） 募集予定 備　　　考

友沼分館月 野木分館 南赤塚分館 佐川野分館

文化振興熊野神社祭典模擬店
総会

総会
菊づくり講座
いきいきライフ

総会4 総会 観桜会

｢栃木県民の日｣
野木小学校演劇鑑賞会
谷中湖ウォーキングアンドバーベキュー

ゲートボール大会
春季敬老会

菊づくり講座
いきいきライフ
ソフトボール大会

5

野木小学校運動会｢敬老者招待｣
わいわいがやがや文化研修
敬老者の集い

第12回ウォーキング大会
お楽しみ会
菊づくり講座
いきいきライフ

健康ウォーキング①
老人スポーツ大会6

7 世界遺産候補
｢富岡製糸工場を訪ねて｣

体育祭
（ボウリング大会）

菊づくり講座
いきいきライフ

8 育成会
｢おおみや鉄道博物館｣1日バス旅行

グラウンドゴルフ大会
視察研修 佐川野分館研修 菊づくり講座

いきいきライフ

友沼小・コミュニティ
大運動会

行政視察議会傍聴
第5回｢ふれあいフェスティバル｣ 秋季敬老会 佐川のっ子

ふれあい大運動会

ふれあい運動会
菊づくり講座
いきいきライフ

9

研修会 ふれあい広場全員集合 女性部研修会
佐川野分館球技大会
佐川野分館
ウォーキング大会

ウォーキング大会
菊づくり講座
食育講座
グラウンドゴルフ大会

10

七歳合同祝
健康ウォーキング② 七歳合同祝

第3回ウォーキング大会
女性部視察研修
七歳合同祝
ミニソフトバレーボール大会

地域学習会（5回）
七歳合同祝

七歳合同祝
いきいきライフ
文化祭菊展示会

11

12 そば打ち講習会
蕎麦つくり・フラワーアレンジメント

いきいきライフ
折り紙講座

1 どんど焼き
いきいきライフ

高齢者学級
講習会
南赤塚小学校1年生
昔のあそび指導

いきいきライフ2

議会傍聴
総会
お花見ウォーキング

いきいきライフ3

新橋分館

　

こ
の
た
び
の
新
橋
学
区
分
館
定
期

総
会
で
分
館
長
を
仰
せ
つ
か
り
、責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り
、当
分
館
を
代
表
し

て
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、分
館
活
動
の
基
本
を〝
コ
ン

パ
ク
ト
な
運
営
〞と
し
、明
る
く
、楽

し
く
、分
り
や
す
く
を
モ
ッ
ト
ー
に

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
」で
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。地
域
の
皆
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
つ
つ
、一
人

で
も
多
く
の
方
が
分
館
の
事
業
に
参

加
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
す
る
の
が

使
命
と
心
得
ま
す
。

　

分
館
活
動
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
輪
を
広
げ
る
一
助
と
な
る
よ
う
役

員
一
同
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、皆
様
方
の
ご
支
援
、ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昭
和
33
年
に
南
赤
塚
学
区
分
館
発

足
以
来
50
年
、農
村
及
び
、都
会
が
混

在
し
て
い
る
分
館
で
す
。新
橋
小
学

校
開
校
に
よ
り
新
橋
学
区
分
館
が
発

足
、地
域
が
４
地
区（
中
谷
・
南
赤
塚
・

丸
林
東
・
新
橋
東
）と
な
り
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、学
区
内
約
二
千

四
百
戸
に
70
歳
以
上
の
人
口
が
九
百

五
十
名
を
超
え
る
状
態
で
す
。私
も

来
年
古
希
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、行

事
を
計
画
す
る
際
、全
世
代
で
楽
し

め
る
も
の
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。20
年
度
は
、ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
年
間
２
回
実

施
）・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ（
ナ
イ
タ
ー
）・
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
・
講
演
会
・
南
赤
塚
小
学
校
に
お
い

て
昔
の
遊
び
指
導
な
ど
計
画
し
て
い

ま
す
。普
段
ふ
れ
あ
い
の
少
な
い
皆

さ
ん
の
参
加
に
よ
り
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
図
り
、皆
様

の
参
加
で
よ
り
よ
い
分
館
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
木
学
区
分
館
は
、休
止
期
間
後

再
立
ち
上
げ
し
５
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力

と
役
員
の
ご
努
力
を
頂
き
活
動
も
定

着
し
つ
つ
あ
り
感
謝
致
し
ま
す
。企

画
内
容
も
、子
供
の
学
区
全
体
で
の

夏
休
み
バ
ス
旅
行
、敬
老
者
向
け
の

感
謝
の
集
い
と
幅
広
く
活
動
が
広
が

り
ま
し
た
。ま
た
、地
域
の
伝
統
文
化

を
守
る「
さ
さ
ら
祭
り
」へ
も
模
擬
店

等
を
出
し
て
分
館
活
動
と
し
て
取
り

入
れ
、祭
り
の
盛
上
げ
に
協
力
さ
せ

て
頂
き
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。今
後
は

地
元
の「
新
し
く
な
っ
た
野
木
小
・
シ

モ
レ
ン
・
谷
中
湖
・
水
辺
の
楽
校
」
等

を
活
用
し
楽
し
い
企
画
が
出
来
る
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、分
館
活
動
は
公
平
に
、年
代

の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、マ
ン
ネ
リ
に
な
ら

ず
参
加
し
て
も
楽
し
い
、次
も
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
頂
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

２
年
間
分
館
長
と
い
う
大
役
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
が
、地
域
の
皆
様
の

声
を
反
映
し
文
化
の
向
上
、ふ
れ
あ

い
の
場
づ
く
り
、楽
し
く
住
み
や
す
い

地
域
へ
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

昭
和
33
年
に
南
赤
塚
学
区
分
館
発

た
い野

木
学
区
分
館
は
、休
止
期
間
後

２
年
間
分

せ
て
頂
き
ま

声
を
反
映
し

い
の
場
づ
く

地
域
へ
貢
献
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新 橋

【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） (57)4188

小
杉 

史
郎

南赤塚

針
谷 

良
七

野 木

川
島 

一
雄

新
分
館
長
か
ら
一
言

ボランティアによる初心者を対象
としたパソコン相談室を開催して
います。
毎月 第2木曜日 13:00～16:00
　　 第3土曜日 9:30～11:30
町公民館　2階　第4研修室
※入退室自由で、事前の申込の必要はありません。

ンティアによる初心者 象ボ る を対ボランティアによる初心心者者を対象対象

パソコン・サロン開催中



　

野
渡
の
さ
さ
ら
獅
子
舞
祭
り
は
、

お
よ
そ
五
百
年
前
古
河
公
方
足
利
氏

の
時
代
に
、悪
疫
退
散
と
五
穀
豊
穣

を
祈
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ

て
い
る
伝
統
あ
る
祭
り
で
す
。昭
和

30
年
代
ま
で
は
参
道
に
出
店
が
並
び

大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。獅
子
舞
は

８
人
の
子
供
達
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
が
、最
近
で
は
少
子
化
の
影
響
で

子
供
達
が
集
ま
り
ま
せ
ん
。誠
に
残

念
で
す
。

　

そ
ん
な
折
、分
館
と
し
て
祭
り
を

盛
り
上
げ
る
お
手
伝
い
は
出
来
な
い

も
の
か
と
思
い
、役
員
で
協
議
し
ま
し

た
。子
供
達
に
喜
ば
れ
る
模
擬
店
を

出
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
、綿
あ
め
、と
こ
ろ
て
ん
」の

模
擬
店
を
出
し
ま
し
た
。分
館
役
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
協
力
に

よ
り
、楽
し
く
祭
り
に
参
加
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。祭
り
を
見
に
来

た
人
も
例
年
よ
り
多
く
の
人
が
集
ま

り
、大
変
好
評
で
し
た
。今
後
と
も
地

域
が
一つ
に
な
り
、心
を
合
わ
せ
楽
し

い
分
館
活
動
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
日
、各
地
の
停
車
地
を
町
有
バ

ス
で
回
り
、ホ
ー
プ
館
に
集
ま
り
ま

し
た
。70
歳
以
上
の
人
が
84
名
参
加

し
ま
し
た
。永
田
町
長
の
御
挨
拶
を

頂
き
、乾
杯
の
あ
と
、弁
当
、茶
菓
子
、

ビ
ー
ル
、ジ
ュ
ー
ス
な
ど
で
会
食
し
、

カ
ラ
オ
ケ
を
約
２
時
間
行
い
、皆
さ

ん
の
談
笑
が
主
な
会
で
し
た
が
、午

後
か
ら
は
快
晴
に
な
り
、怪
我
も
な

く
、元
気
に
帰
ら
れ
ま
し
た
。一
日
御

苦
労
様
で
し
た
。

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
OB
が
中
心

と
な
り「
楽
し
く
学
ぼ
う
、身
に
つ
け

よ
う
」を
合
言
葉
に
、中
高
年
者
の
パ

ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
、４
年
目
を

迎
え
ま
す
。多
く
の
会
員
よ
り
、基
本

技
術
が
身
に
つ
き
、パ
ソ
コ
ン
を
楽
し

ん
で
い
る
と
の
感
想
を
頂
い
て
ま
す
。

　

こ
の
度
町
内
在
住
の
中
高
年
者
で

パ
ソ
コ
ン
を
学
ぼ
う
と
す
る
仲
間
を

募
集
し
ま
す
。（
30
名
）パ
ソ
コ
ン
初

心
者
の
方
、大
歓
迎
で
す
。

場
所　
　
　

町
公
民
館

活
動
日　
　

毎
月
各
ク
ラ
ス
２
回

　
　
　
　
　
（
第
１・３
水
・
木
曜
日
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時 

or

　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

会
費　

月
２
５
０
０
円（
資
料
代
込
）

申
込
み　

６
月
１
日
〜　

先
着
順

申
込
み・
問
合
せ
先

　
　
　

浜
田
敏
路（
56
ー
０
３
８
２
）

　

平
成
20
年
度
か
ら
、公
民
館
は
月

曜
日
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
第
３
月
曜
日
を
除
く
）

　

た
だ
し
、月
曜
日
の
利
用
時
間
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。ま
た
年
末
年
始
は
今

ま
で
通
り
休
館
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
館
報
編
集
委
員

伊
藤　

エ
リ
子　

（
友
沼
）

大
草　

久
美
子　

（
友
沼
）

島
田　

弓
子　
　

（
野
木
）

知
久　

ユ
キ　
　

（
野
木
）

宮
本　

恭
子　
　

（
南
赤
塚
）

川
元　

由
美
子　

（
南
赤
塚
）

三
橋　

桂
子　
　

（
佐
川
野
）

舘
野　

純
子　
　

（
佐
川
野
）

舘
野　

恒
夫　
　

（
新
橋
）

新
村　

信
治　
　

（
新
橋
）

　
平
成
20
年
度
事
務
局
新
体
制

公
民
館
長　
　
　

  

舘
野　

郁
夫

友
沼
分
館
担
当　

  

鈴
木　

一
範

野
木
分
館
担
当　

  

舘
野　

親
智

佐
川
野
分
館
担
当  

眞
瀬　

貴
宏

南
赤
塚
分
館
担
当

新
橋
分
館
担
当　

  

柿
沼　

和
彦

野 木

野
渡
さ
さ
ら

　
獅
子
舞
ま
つ
り

佐川野

観
桜
会
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事
務
局

　

清
六
Ⅲ
遺
跡
の
中
世
遺
構
と
し
て

は
、塀
跡
三
基
、掘
立
柱
建
物
跡
二
十

四
棟
、井
戸
跡
八
基
、溝
跡
十
二
条
、

地
下
室
抗
跡
十
九
基
、土
抗
跡
五
百

十
一
基
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
中
世
の
遺
構
は
三
条
の
溝
に
よ
っ

て
四
つ
の
区
域
に
区
切
ら
れ
て
い
る

の
で
、中
世
遺
構
配
置
図
に
基
づ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　

掘
立
柱
建
物
は
二
間×

三
間
程
の

小
型
な
建
物
と
二
間×

六
間
程
の
大

型
な
建
物
が
あ
り
、小
型
の
建
物
は

東
側（
一
、二
区
）大
型
の
建
物
は
西
側

（
三
、四
区
）
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

思
川
沿
い
の
北
部
に
は
一
番
大
き
な

建
物
跡
が
あ
り
、そ
の
周
囲
に
は
遺

構
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、こ
の

建
物
は
こ
の
集
落
の
長
の
館
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

井
戸
は
、各
区
域
ご
と
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
さ
れ
て
い
て
、計
画
性
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
井
戸
か

ら
は
、写
真
の
よ
う
に
、板
碑
・
五
輪

塔
の
水
輪
・
石
臼
・
漆
塗
り
の
お
椀
・

杵
・
織
機
・
下
駄
な
ど
が
大
量
に
出
土

し
て
い
ま
す
。住
民
が
先
祖
を
供
養

し
た
板
碑
や
日
用
品
を
井
戸
に
捨
て

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
、戦
い
が

あ
り
、占
領
軍
が
捨
て
た
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

な
お
東
地
区
と
西
地
区
で
は
、出

土
品
に
明
ら
か
な
違
い
が
あ
り
、地

域
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

地
下
式
抗
跡
は
二
区
に
集
中
し
て

い
て
大
き
さ
は
、全
長
が
約
３
ｍ
〜
５

ｍ
ほ
ど
で
土
の
分
析
結
果
か
ら
遺
体

な
ど
を
埋
葬
し
た
可
能
性
が
高
い
よ

う
で
す
。

　

土
抗
は
ど
の
区
域
か
ら
も
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
が
、と
く
に
四
区
に
は

お
び
た
だ
し
い
数
の
土
抗
が
掘
ら
れ

て
い
ま
す
。土
抗
内
部
か
ら
は
、釘
や

古
銭
（
永
楽
通
宝
）
な
ど
が
出
土
し
、

土
壌
分
析
結
果
か
ら
は
、遺
体
の
埋

葬
を
示
唆
す
る
リ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム

が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

遺
物
と
し
て
は
鎌
倉
時
代
の
阿
弥

陀
如
来
立
像
・
タ
ニ
シ
の
入
っ
た
青
磁

の
内
耳
土
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
に
は
い
つ
頃
ま
で
人
が
住
ん

で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
板
碑
は
打

撃
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、板
碑
の
年
号
は
延
文
六
年（
一

三
六
一
）か
ら
永
正
九
年（
一
五
一
二
）ま

で
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
古
河
公
方
「
足
利
政
氏
」
が
小

山
成
長
に
対
し
、瀬
六
郷
の
支
配
を

認
め
た
古
文
書
も
残
っ
て
い
ま
す
。し

た
が
っ
て
こ
の
集
落
は
室
町
幕
府
の

中
期
頃
ま
で
栄
え
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

（
軽
部
重
夫　

記
）
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【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） (57)4188

第
７
回　

清
六
Ⅲ
遺
跡　
【
中
世
】

　「歴史の散歩道」と題しまして
『野木町の歴史紹介』をこのペー
ジで特集してきましたが、今回で
最終回です。どうでしたか？楽しく
学べましたか？なお、この記事は、
野木町郷土史研究会のご協力を
えて、寄稿していただきました。

井戸に捨てられた板碑・石臼・五輪塔水輪

清六Ⅲ遺跡　中世遺構配置図
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